
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幼保小の        プログラムだより       

こども青少年局保育・教育支援課  幼保小連携担当 045-671-3731 

  kd-youhosyo@city.yokohama.lg.jp 

このお便りは、横浜市の「架け橋プログラム」の一環として発行しています。架け橋期の保育・教

育の充実のために、みなさんの取組に生かしてください。 

今年も報告会は明るく広々とした市庁舎アトリウ

ムで行われました。発表者、参観者を合わせて６００

名を超えるたくさんの方が来場され、賑わいのある

１日となりました。午前と午後の２回、参加した３２

施設が８つのブースに分かれ、順番に活動の報告を

しました。 

実際に活動に参加していた

お子さんが、保護者の方と一

緒に参観する姿もあり、担任

の先生の報告を熱心に、また

うれしそうに見ている姿はと

ても微笑ましかったです。 

 どの実践でも子どもの素敵な笑顔がたくさん紹介

され、それを伝える教師・保育士の表情も生き生き

としていました。参観された方の感想からも、 

 

「どの発表にも子どもへの愛があふれていて素敵で

した。」 

「やっぱり保育はワクワク！子どもの力と大人の力の

可能性を感じました」 

「先生方の情熱や、子ども一人ひとりの思いを大切に

育んでくださっている心、それぞれの取組の素敵さに

感動しました。」 

 

など、発表からたくさんの力をもらったという声が

ありました。 

 「遊び研究会」は今回で終了となりますが、今後も

遊びの大切さやその可能性について実践を通して

確かめ合い、幼保小、また保護者や地域の方も含

め、立場を超えて共有する場をもつことができたら

と願っています。 

令和７年２月 21日 vol.29 

第３回「探究心を育む『遊び』研究会」報告会が開催されました！ 

この「遊び研究会」は「幼児教育と小学校教育をつ

なぐ架け橋プログラム」の取組として行ってきまし

た。幼児期には、子どもがやりたい意欲をもって仲間

とともに遊び込む姿に「学びの芽生え」を見ることが

できます。小学校では、その芽生えを知り、幼児期か

らの発展としての自覚的で探究的な学びとしていく

ことが大切です。 

３回目を迎えた今回、小学校からは「園での育ちを

知り、それをどのように生かそうとしたか」について

の研究報告が多く、架け橋プログラムの取組の広が

りが感じられました。 


